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表　紙

解答上の注意

１．試験開始後，表紙１枚，問題用紙２枚，解答用紙５枚，下書き用紙１枚があるか，
　　確認しなさい。もし，欠落のある場合には挙手して，そのむねを申し出なさい。

２．すべての解答用紙の受験番号欄に，受験番号を忘れずに記入しなさい。

３．問題は５問あります。５問の中から４問選択し解答しなさい。
　　解答しない問題の解答欄には大きく×印を付けなさい。
４．解答は該当する問題番号の解答用紙に書きなさい。解答が解答用紙の表面に書き
　　きれない場合は裏面に続けて記入しなさい。

５．解答用紙には，解答の結果だけでなく解答の過程も記述しなさい。

６．試験終了後，解答用紙を回収します。（全５枚）
　　表紙を含め，問題用紙，下書き用紙は各自持ち帰りなさい。（全４枚）
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問　題　用　紙 全２枚（その１）

問題１ 実数 aを定数とします。x，yについての連立方程式{
2x+ y = 4

ax− y = 4a− 1

が x > 0かつ y > 0である解をもつとき，aの値の範囲を求めなさい。

問題２ 実数全体を定義域とする関数

f(x) = ax2 + bx+ c, g(x) = x2 + 4x+ 3

に関して次の問いに答えなさい。ただし，実数 a，b，cは定数とします。

（１）「方程式 f(x) = 0の実数解」の定義を述べなさい。

（２）a = c = 1とします。命題

「実数 bが b2 ≧ 4を満たすならば方程式 f(x) = 0は
x < −3の範囲に少なくとも 1つの実数解をもつ」

の真偽を調べ，真であるならその証明を行い，偽であるなら反例をあげなさい。

（３）a > 0，c =
b

2
> 0とします。実数全体の集合を全体集合とし，部分集合 A = {x| f(x) < 0}，

B = {x| g(x) < 0}を考えます。x < −3の範囲に方程式 f(x) = 0の実数解が存在しないと
します。命題

「 f(−1)f(−3) > 0 =⇒ A ⊂ B」

が真であることを証明しなさい。

問題３ 3辺の長さがいずれも整数値であるような直角三角形について，次の問いに答えなさい。

（１）3辺の長さはすべて異なることを証明しなさい。

（２）1番短い辺の長さと 2番目に短い辺の長さのうち，少なくとも一方は偶数であることを証明
しなさい。

（３）1番短い辺の長さが 5であるとき，残りの 2辺の長さの組をすべて求めなさい。
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問　題　用　紙 全２枚（その２）

問題４ N，nを整数とし，N ≧ 2，n ≧ 3とします。N 個の整数 1, 2, ..., N の中から 1つ選ぶ試行を 2n

回行い，選んだ整数を順に x1, ..., xn, y1, ..., ynとおくことで，変量 x, yを定めます。各試行におい
て，1, 2, ..., N のうち，どの数が選ばれることも同様に確からしいものとします。n個のデータの
組 (xi, yi) (1 ≦ i ≦ n)について，次の問いに答えなさい。

（１）x1 = · · · = xn−1 = 1, xn = 2, y1 = 2, y2 = · · · = yn = 1のとき，xの標準偏差，yの標準偏
差，xと yの共分散をそれぞれ求めなさい。

（２）xの標準偏差と yの標準偏差のうち少なくとも一方が 0となる確率を求めなさい。

（３）「xと yの相関係数が定まり，かつ，その値が 1である確率」は
1

2

(
1− 2Nn−1 − 1

N2n−2

)
より

小さいことを証明しなさい。

問題５ 平面上に 2点 A,Bと円 O があり，全て平面上に固定されているとします。ただし，2点 A,Bは
円 Oの外部にあるとします。点 A を通り円 O と 2点で交わるように直線 ℓを引き，この 2つの
交点をM,Nとします。ここで，直線 ℓは点 Bを通らないものとします。また，点 Aを通る円 O

の接線の 1つと円 Oとの接点を Tとします。次の問いに答えなさい。

(１) 直線 ℓの引き方によらず，AM・AN が一定であることを証明しなさい。

(２) 3点 B,M,N を通る円を O′ とします。AT ̸=ABならば，円O′と直線 ABが 2点で交わるこ
とを証明しなさい。

(３) AT ̸=ABのとき，円 O′ と直線 ABの交点のうち，点 Bでないものを点 Cとします。直線 ℓ

の引き方によらず線分 ACの長さが一定であることを証明しなさい。
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